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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月12日(2012.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多重アクセス通信インターフェイスを介して通信する方法であって、
　所定の擬似雑音（ＰＮ）符号を使用して拡散され、第１のランダムタイミングオフセッ
トを有し、さらに第１のペイロードデータを含む第１の信号をタイムスロット中に第１の
タグから受信するステップと、
　前記所定のＰＮ符号を使用して拡散され、第２のランダムタイミングオフセットを有し
、さらに第２のペイロードデータを含む第２の信号を前記タイムスロット中に第２のタグ
から受信するステップと、
　前記第２信号の少なくとも１部が、前記第１の信号の少なくとも１部の信号が受信され
ている間に、受信されるようになっており、
　前記第１の信号から前記第１のペイロードデータを識別するステップと、
　前記第２の信号から前記第２のペイロードデータを識別するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のペイロードデータがＰＮ配列の逆拡散器を使用して識別され、さらに前記第
２のペイロードデータが前記ＰＮ配列の逆拡散器を使用して識別される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の信号及び前記第２の信号が、両方とも所定の電力レベルで受信される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　複数のチップ仮説を復調して前記第１の信号を識別するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記復調ステップが、周期的冗長検査（ＣＲＣ）を使用して前記第１のペイロードデー
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タを確認するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のタグに固有の第２のＰＮ符号を使用して拡散された第３の信号を前記第１の
タグに供給するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　多重アクセス通信インターフェイスを介して通信するためのシステムであって、
　所定の擬似雑音（ＰＮ）符号を使用して拡散され、さらに第１のランダムタイミングオ
フセットを有する第１の信号の形でタイムスロット中に第１のペイロードデータを送信す
るように構成された第１の送信機を有する第１のタグと、
　前記所定のＰＮ符号を使用して拡散され、さらに第２のランダムタイミングオフセット
を有する第２の信号の形で前記タイムスロット中に第２のペイロードデータを送信するよ
うに構成され、前記第２信号の少なくとも１部が、前記第１の信号の少なくとも１部の信
号が受信されている間に、受信されるようになっている、第２の送信機を有する第２のタ
グと、
　前記第１のタグ及び前記第２のタグと通信するアクセスポイントと、
を備え、前記アクセスポイントが、前記第１の信号及び前記第２の信号を受信するように
構成され、受信機を含む、
ことを特徴とするシステム。
【請求項８】
　前記アクセスポイントが、前記第１の信号及び前記第２の信号を逆拡散するように構成
された逆拡散アレイをさらに含む、
ことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記アクセスポイントが、複数のチップ仮説を復調して前記第１の信号を識別するよう
に構成された復調器をさらに含む、
ことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記復調器が、前記第１のペイロードデータを確認するように構成された周期的冗長検
査を含む、
ことを特徴とする請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記第１の送信機が、前記アクセスポイントの前記受信機により所定の電力レベルで受
信されるように前記第１の信号を送信するように構成され、さらに前記第２の送信機が、
前記アクセスポイントの前記受信機により所定の電力レベルで受信されるように前記第２
の信号を送信するように構成される、
ことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記アクセスポイントが、前記第１のタグに固有の第２のＰＮ符号を使用して拡散され
た第３の信号を前記第１のタグに供給するように構成された第３の送信機をさらに含む、
ことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第１のタグが第２の受信機をさらに含み、さらに該第２の受信機が応答を受信しな
い場合、前記第１のタグの前記第１の送信機が前記第１の信号を再送するように構成され
る、
ことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項１４】
　多重アクセス通信システムにおいて使用するためのアクセスポイントであって、
　プロセッサと、
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　第１のペイロードデータを含み、第１のランダムタイミングオフセットを有し、さらに
所定の擬似雑音（ＰＮ）符号を使用して拡散された第１の信号をタイムスロット中に第１
のタグから受信し、第２のペイロードデータを含み、第２のランダムタイミングオフセッ
トを有し、さらに前記所定のＰＮ符号を使用して拡散された第２の信号を前記タイムスロ
ット中に第２のタグから受信するように構成され、さらに前記第２信号の少なくとも１部
が、前記第１の信号の少なくとも１部の信号が受信されている間に、受信されるようにな
っている、前記プロセッサと通信する受信機と、
　前記第１のタグに固有の第２のＰＮ符号を使用して拡散された第３の信号を前記第１の
タグへ送信するように構成された、前記プロセッサと通信する送信機と、
を含むことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項１５】
　前記第１の信号及び前記第２の信号を逆拡散するように構成された逆拡散アレイを有す
る復調器をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１４に記載のアクセスポイント。
【請求項１６】
　前記送信機が、前記第２のタグに固有の第３のＰＮ符号を使用して拡散された第４の信
号を前記第２のタグへ送信するように構成される、
ことを特徴とする請求項１４に記載のアクセスポイント。
【請求項１７】
　前記第４の信号が、前記アクセスポイントによる前記第２の信号の受信を確認する確認
応答メッセージを含む、
ことを特徴とする請求項１６に記載のアクセスポイント。
【請求項１８】
　前記第１の信号が所定の電力レベルで受信され、さらに前記第２の信号が前記所定の電
力レベルで受信される、
ことを特徴とする請求項１４に記載のアクセスポイント。
【請求項１９】
　前記アクセスポイントが、複数のチップ仮説を復調するように構成された復調器をさら
に含み、前記復調器が、前記第１のペイロードデータを確認するように構成された周期的
冗長検査を含む、
ことを特徴とする請求項１４に記載のアクセスポイント。
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